








はじめに 

Latent fetal distress の背景には胎盤機能障害が大きな比重を占めていることは論をま

たない。事実妊娠中母体尿中に存在する estrio1 は胎児・胎盤系で生成されるステロイド

の終末代謝物であり,その測定値は現在の所胎児ー胎盤機能をもっともよく反映するもの

として広く臨床に用いられている。しかし,尿中 estrio1 測定による胎児管理には限界があ

る。たとえば子宮内発育遅延(I.U.G.R,SFD)や妊娠中毒症なども,一群として正常妊娠と比

較した場合,estrio1値は明らかに低値ではあるが,中毒症の65%,SFDの50%は正常域内にあ

り estrio1 のみでは明確な診断の指標とならない。一方胎児一胎盤糸で生成されるステロ

イドは多岐にわたり,また estrio1 等が生成されるには各種の代謝過程や調節因子が関与

している。そこで本研究では,これら各種のステロイドホルモンの中から,どのステロイド

が最も児の予後を適確に得る指標となるかを検討すると同時に,1ateht fetal distress の

原因となるべき症患別の「ステロイド値からみた診断法」を確立するため,母体血中ホルモ

ンの測定を行った。 


